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成人看護学実習前の「ICU 看護」に対する学生のイメージ

一宮 絵美・福田 和美・坂田 扶実子

Perspectives on “ICU  Nursing” among Students before Adult Nursing Internships

要旨 :　［目的］ICU の場やそこで行われる看護に対する学生の実習前のイメージを明らかにし，講義，演習，
実習での効果的な教授方法を検討する．
［方法］A大学の看護学科3年生で，成人看護学実習Ⅰを履修登録している研究の協力が得られた学生に，成人
看護学実習Ⅰ開始時に「クリティカルな場（ICU ）とそこでの看護に対するイメージ」について先行研究を参
考にして作成した質問紙を配布した．質問紙は SD法を採用し，質問紙の項目の単純集計と ICU のイメージの
構造を明らかにするために因子分析を行った．
［結果］32項目因子分析の結果，9因子が抽出され，第1因子「患者の重症度の高さ」，第2因子「ICU 看護師の
姿」，第3因子「場の空気感」，第４因子「高密度な看護」，第5因子「ICU の特徴的な環境」，第6因子「継続的
なモニタリング」，第7因子「医療依存度の高さ」，第8因子「迅速で的確な看護」，第9因子「日常からの断絶」
と命名した．
［考察］9因子の概観から ICU の場やそこで行われる看護に対する学生のイメージとして，『患者の状態』『看
護師やケアの特徴』，『場の特徴』の大きく3つに分けられた．前述の3つのイメージは相互に関連づけながらイ
メージを形成していると考えられた．また，学生の ICU のイメージは授業内容や実習前の事前課題が反映さ
れていると考えられた．
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Abstract:　 [ Purpose]  The purpose of this study was to elucidate the perspectives that students had regarding the ICU  setting 
and nursing care before participation in nursing internships and to investigate effective teaching methods in lectures, clinical 
simulations, and internships.
[ Methods]  W e distributed q uestionnaires asking about “the perspectives that students had regarding the critical setting （ICU ） and 
nursing care,” which were created by reference of previous studies. Third-year students in the Nursing Department of U niversity A 
who were enrolled in Adult Nursing Internship I agreed to participate in the study. The q uestionnaires were distributed at the start of 
Adult Nursing Internship I. W e used a semantic differential scale for the q uestionnaire and conducted simple tabulation of responses 
to the q uestionnaire items and factor analysis to elucidate the structure of the perspectives that students had regarding the ICU  
setting and nursing care.
[ Results]  The results of the 32-item factor analysis revealed Factor 1: “Severity of the patient’s symptoms,” Factor 2: “Figure 
of the ICU  nurse,” Factor 3: “The atmosphere of the space,” Factor 4: “Highly concentrated nursing,” Factor 5: “Characteristic 
environment of the ICU ,” Factor 6: “Continuous monitoring,” Factor 7: “Degree of medical dependency,” Factor 8: “Rapid and 
accurate nursing,” and Factor 9: “Divorced from normality.”
[ Discussion]  W e extracted 9 factors from the 32-item factor analysis, and from these, we broadly categorized the perspectives that 
the students had regarding the ICU  setting and nursing care into the following three groups: “Patient condition,” “Characteristics of 
nurses and care,” and “Characteristics of the space.” W e believe that students formed the three abovementioned perspectives as they 
conceived associations between them. Moreover, we believe that the perspectives that the students had regarding the ICU  setting 
and nursing care reflected the content of lectures and internship assignments prior to the internship.

Keyword:　Nursing students, nursing internships, ICU , perspectives

Emi ICHIMIYA, Kazumi FU KU DA, Fumiko SAKATA

純真学園大学 保健医療学部 看護学科

Department of Nursing,Faculty of Health Siences,JU NSHIN GAKU EN U niversity

06-p35-41-itinomiya.indd   35 2017/07/24   17:31:35



36 一宮 絵美・福田 和美・坂田 扶実子

ᶗ.ॹݴ
　医療の高度化に伴い，侵襲の大きな手術やハイ
リスクな患者の手術も増加し，クリティカルケア
の場では，患者の身体的側面だけでなく，心理社
会面への理解が求められる．また，患者のみなら
ず家族へのケアの必要度も高い．したがって多様
な看護技術と専門的知識が要求されるとともに高
度な看護実践能力が要求される．日本集中治療学
会看護部会の調査1）によると，調査を行った施設
の66.7%  の集中治療室（以下，ICU とする）に新
卒看護師が配属され，年間の新規配属者は25％で
あり，年間の離職者は10.2％であると報告してお
り，ICU へ配属される新卒看護師の多さがうかが
える．しかし，現在の看護基礎教育においては，
限られた実習時間内では，学生は高度な医療や集
中治療を学ぶ機会も少なく，生命の危機的状態に
ある患者のケアを行うクリティカル看護を学生に
どのように教育するかが課題であるといえる．
　ICU などのクリティカルケア実習における学生
の学びとして，看護学生は医療機器や治療を中心
とした集中治療室の特徴への幅広い気づきはある
ものの患者の危機的状況を意味するデータの理解
には至っていないことが報告されている2）．また，
ICU 内に設備や機器などは学びやすいことや対象
者の健康レベルの理解をする上では意義あるが，
機能やチーム医療など見えにくいものが学びにく
いことが報告されている3）．一方で，学生は急性
期の患者の感情と反応を捉え，危機的状況を理解
し，基本的ニードの充足の必要性を理解してお
り3），ハード面だけでなく，ソフト面の理解から
危機的状況にある患者の理解ができている．ICU
での学生の学びにおいては，事前学習の充実と臨
床側の協力が不可欠であり，看護師や教員のタイ
ムリーな指導の必要性が示唆されている4）．
　研究者らの所属する成人看護学領域では，実習
施設の協力も得て，3週間の成人看護学実習Ⅰの
うち１日のみ ICU もしくはハイケアユニット（以
下，HCU ）実習を行っており，実習における学
生の学習効果の確認を行うとともに指導方法の検
討が必要である．
　看護学生の授業や演習，実習において，対象者
や場の理解を把握するために，イメージの変化を
測定している研究が多い．特に高齢者5）や精神疾

患患者6）など対象理解が看護のキーとなる領域に
おいては，実習の効果として実習前後のイメージ
の変化から実習を通しての対象への肯定的イメー
ジへの変化が見られていた．急性期看護学実習に
おいては，手術室実習における手術に対するイ
メージに関して，実習後は手術に対して肯定的な
イメージへと変化が見られ，学生の学習態度の向
上に効果的に作用していることが示唆されてい
る7）．したがって看護の場や対象者へ抱く学生の
イメージを把握することで，効果的な実習指導内
容の検討を行うことができる．しかし，ICU 看護
実習（HCU も含む）においては，ICU 看護に対
する学生のイメージについて調査した研究は見当
たらない．本研究目的は，ICU の場やそこで行わ
れる看護に対する学生の実習前のイメージを明ら
かにし，講義，演習，実習での効果的な教授方法
を検討することである．

ᶘ.ڀݚ方法
　1．調査対象
　A大学の看護学科3年生で，平成28年度に成人
看護学実習Ⅰを履修登録している研究の協力が得
られた学生
　2．データ収集期間
　　平成27年9月（成人看護学実習前）
　3．研究データ収集方法
　1）データ収集方法
　成人看護学実習Ⅰ開始前の9月，実習オリエン
テーション時（以下，実習前）に「クリティカル
な場（ICU ）とそこでの看護に対するイメージ」
に関する質問紙を配布し，研究者のカギ付きのレ
ポートボックスへの留め置き法にて回収を行った．
回収期間は，配布から1週間以内とした．
　2）測定用具
　質問紙は，SD法を採用した．SD法（Semantic 
Differential法）は，Osgood（1952）によって提唱
されたものであり，ひとが色彩，図形，音楽，絵
画，商品，人物など広い範囲にわたる事象に対し
て抱く意味あるいはそのイメージを測定する方法
として利用されている8）．質問項目の選定は，看
護学生の実習のイメージに関する先行研究9）やク
リティカルケア実習に関連した先行研究2）～4），7）

を参考に研究者間で検討を繰り返し，45項目とし
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た．評定は7段階評定（非常に，かなり，やや，
どちらでもない，やや，かなり，非常に）の SD
尺度を利用した質問紙を作成した．回答の偏りを
軽減するため質問項目はランダムに配置した．
　4．分析方法
　45項目の質問項目を再度検討し，感情に関する
内容は個人的影響が大きいため除外し，37項目を
分析対象とした．「どちらでもない」を0とし，先
行研究や文献等から ICU のイメージに近い形容
詞をプラスに配置し分析を行った．まず各項目の
単純集計を行った．次に学生の ICU のイメージ
の構造を明らかにするために因子分析を行った．
分析の過程の中で，因子負荷量の低い項目を除き
32項目の因子分析を行った．因子数はスクリープ
ロットで判断し9因子とした．
　Kaiser-Meyer-Olkinのサンプリング適正基準は
0.635を示した．各項目のα係数は0.426~ 0.860（全
体α＝0.823 ）であり，構成概念によっては低い
値を示したが，本研究は質問紙作成を目的として
いないため，9因子のままとした．統計解析には
IBM SPSS Statistics version 23 を用いた．

�ᶙ.倫理的഑ྀ
　本研究は，純真学園大学倫理委員会の承認を得
て行った．実施にあたり，対象学生に対しては，
口頭及び文書にて研究目的と方法について説明を
行った．特に，研究への参加は自由であり成績に
は関係しないことを説明し，同意書の署名をもっ
て同意を得た．依頼に関しては強制力が働かない
ように留意した．個人情報保護の方法は，研究
データ・結果は研究目的以外に使用しないこと，
質問紙は鍵のかかる場所で保管し，データは研究
者しか開けないパスワードで保管した．質問紙の
記入に関しては実習に支障のないように配慮して
行った．

ᶚ.ٛߨͱ࣮शの֓要
　A大学の成人看護学の講義，実習は，成人看護
学概論（1単位15時間，1年後期），成人看護援助
論Ⅰ（2単位60時間，2年前期），成人看護援助論
Ⅱ（2単位60時間，2年後期），成人看護学実習Ⅰ
（3単位135時間，3年後期～4年前期），成人看護学
実習Ⅱ（3単位135時間，3年後期～4年前期）で構

成されている．成人看護学概論では，成人看護に
関する基礎知識を学ぶ．成人看護援助論Ⅰは急性
期看護を主とする科目であり，救急看護，クリ
ティカルケア看護，周術期看護に関する知識・技
術を修得する．成人看護援助論Ⅰの中の1コマで
「集中治療を受ける患者の看護」として，集中治
療室での看護を学習する．授業内容は集中治療室
での看護の概要について講義した後に，集中治療
室の看護の実際を DV Dで視聴し，集中治療を受
ける患者と家族の特徴，看護師の役割について学
習する．また，成人看護学実習Ⅰの開始前の3年
次夏季休業中の事前課題として，「集中治療室の
場」，「危機的状況にある患者の特性」，「ICU と病
棟の連携」について自己学習を行う．成人看護学
実習Ⅰでは，3週間，原則1名の周術期にある患者
を受け持ち，看護を実践する．また，実習期間中
の1日間，ICU で看護師のシャドウイングという
形で実習を行う．

ᶛ.݁Ռ
　研究対象者94名に調査を依頼し，83名から回答
を得た（回収率88.29％）．欠損データがあるもの
を除いた71名（有効回答率75.5％）を分析対象と
した．
　表１に32項目の平均値と標準偏差を示す．各項
目の左側が ICU のイメージに近い形容詞として
配置したものである．ICU 看護に対するイメージ
は，「責任のある（－無責任な）」，「管理的－（非
管理的）」，「複雑な（－簡単な）」，「テンポが速い
（－テンポが遅い）」，「緊張する（－リラックスす
る）」というイメージが上位にあがった．
　また，「強い（－弱い）」，「確かな（－不確か
な）」，「不快な（－快）」，「型にはまった（－柔軟
な）」，「感謝に満ちた（－感謝できない）」，「明る
い（－暗い）」は，〈どちらでもない〉を示す0付
近であった．
　因子分析の結果を表２に示す．第1因子は〈専
門的な〉〈緊迫した〉〈激しい〉〈痛い〉〈不安定
な〉の5項目で構成され，ICU 患者の特徴的な状
態を表していると考え，「患者の重症度の高さ」
（α = 0.860）と命名した．第2因子は，〈積極的な〉
〈強い〉〈丁寧な〉〈確かな〉〈役に立つ〉〈感動的
な〉〈充実した〉〈責任感がある〉〈明るい〉〈清潔
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な〉の10項目で構成され，ICU で勤務する看護師
の姿勢や仕事ぶりを表していると考え，「ICU 看
護師の姿」（α = 0.807）と命名した．第3因子は
〈緊張する〉〈不安な〉〈複雑な〉〈エネルギーのか
かる〉の4項目で構成され，重症患者を看護する
ICU に漂う雰囲気を表していると考え，「場の空
気感」（α = 0.819）と命名した．第４因子は〈濃
密な〉〈感謝に満ちた〉の2項目で構成され，看護
師が一人の患者を担当し，手厚い看護が行われて
いることを表していると考え，「高密度な看護」
（α = 0.714）と命名した．第5因子は〈プライバ
シーがない〉〈安全な〉〈協力的〉の3項目で構成
され，オープンスペースで多くの医療従事者がケ
アを行う場を表していると考え，「ICU の特徴的
な環境」（α = 0.530）と命名した．第6因子は〈に
ぎやかな〉〈管理的〉の2項目から構成され，患者
に装着され，管理された機器類やそれらが発する
音から患者の状態を表していると考え，「継続的
なモニタリング」（α = 0.561）と命名した．第7
因子は〈受動的な〉〈依存した〉の2項目から構成

され，常に高度な医療的処置を受ける患者の状態
を表していると考え，「医療依存度の高さ」（α
= 0.642）と命名した．第8因子は〈テンポが速い〉
〈型にはまった〉の2項目から構成され，看護師が
行う確実でスピーディなケアを表していると考え，
「迅速で的確な看護」（α = 0.426）と命名した．
第9因子は〈不快な〉〈冷たい〉の2項目から構成
され，人との関わりの希薄さや多くの機器の使用
など非日常的な場を表していると考え，「日常か
らの断絶」（α = 0.505）と命名した．

ᶜ.࡯ߟ
　ICU の場やそこで行われる看護に対するイメー
ジとして，「責任のある（－無責任な）」，「管理的
（－非管理的）」，「複雑な（－簡単な）」，「テンポ
が速い（－テンポが遅い）」の項目がイメージの
上位を占めており，いずれも重症患者を集中的に
管理し，迅速に対応を行うという ICU 看護の特
徴を表しており，授業で学んだ内容や実習前の自
己学習の内容から実習前の段階でもイメージしや
すかったといえる．一方，「強い（－弱い）」，「確
かな（－不確かな）」，「不快な（－快）」，「型には
まった（－柔軟な）」，「感謝に満ちた－（感謝で
きない）」，「明るい（－暗い）」については，場や
看護をイメージしにくい，もしくは，どちらにも
イメージできる項目であったと考えられる．特に
「感謝に満ちた（－感謝できない）」に関しては看
護師，患者，家族など，誰の立場になって考える
かによっても変化し，「明るい（－暗い）」に関し
ては環境もしくは場の雰囲気によってもイメージ
が異なる．このような項目は臨地での体験や指導
者や教員の指導内容，方法によっても捉え方が異
なる項目である．実習終了後のイメージの変化を
確認していく必要がある．
　32項目の因子分析の結果，9因子が抽出され，9
因子の概観から ICU の場やそこで行われる看護
に対する学生のイメージとして，『患者の状態』，
『看護師やケアの特徴』，『場の特徴』の大きく3つ
に分けられた．
　『患者の状態』としては，「患者の重症度の高
さ」，「継続的なモニタリング」，「医療依存度の高
さ」，「日常からの断絶」をイメージしていた．
ICU に入室する集中治療を必要とする患者は，身
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㐃ᦠ」について⮬ᕫ学⩦を行う。成人看護

学実⩦Ϩでは、3 㐌間、ཎ๎ 1 ྡの࿘⾡ᮇ

にある患者を受けᣢち、看護を実践する。

また、実⩦ᮇ間中の 1 ᪥間、ICU で看護師

のࢢࣥ࢖࢘ࢻࣕࢩというᙧで実⩦を行う。 
 
Ⅵ．結果 
 研究対象者 94 ྡに調査を౫㢗し、83 ྡ

からᅇ⟅をᚓた（ᅇ཰⋡ 88.29㸣）。欠ᦆࢹ

ーࢱがあるものを㝖いた 71 （ྡ有効ᅇ⟅⋡ 
75.5㸣）をศᯒ対象とした。 
表㸯に 32 項目の平均್とᶆ‽೫差を示

す。ྛ 項目のᕥഃが ICU の࣓࢖ーࢪに近い

ᙧ容モとして配⨨したものである。ICU 看

護に対する࣓࢖ーࢪは、「㈐௵のある（㸫無

㈐௵な）」、「管理的㸫（㠀管理的）」、「」㞧 

 
な（㸫⡆༢な）」、「࣏ࣥࢸが㏿い（㸫࣏ࣥࢸ

が㐜い）」、「⥭ᙇする（㸫ࣜࣛࢡࢵスする）」

という࣓࢖ーࢪが上位にあがった。 
また、「ᙉい㸫ᙅい」、「確かな㸫不確かな」、 
「不ᛌな㸫ᛌ」、「ᆺにはまった㸫ᰂ㌾な」、

「感ㅰに‶ちた㸫感ㅰでࡁない」、「明るい

㸫ᬯい」は、ࠑどちらでもないࠒを示す 0 ௜

近であった。 
ᅉᏊศᯒの結果を表㸰に示す。➨ 1 ᅉᏊ

はࠑᑓ㛛的なࠑࠒ⥭㏕した⃭ࠑࠒしいࠑࠒ③いࠒ

のࠒ不安ᐃなࠑ 5 項目でᵓ成され、ICU 患

者の≉ᚩ的な状ែを表していると考え、「患

者の重⑕度の高さ」（Ș=0.860）と࿨ྡした。

➨ 2 ᅉᏊは、ࠑ✚ᴟ的なࠑࠒᙉいࠑࠒ୎ᑀなࠒ

充実しࠑࠒ感ື的なࠑࠒᙺに立つࠑࠒ確かなࠑ

たࠑࠒ㈐௵感があるࠑࠒ明るいࠑࠒΎ₩なࠒの

10 項目でᵓ成され、ICU で໅ົする看護師

の姿勢や仕事ぶりを表していると考え、

表㻝㻌ICUの看護・場にᑐするイメージのᖹᆒ್䛸ᶆ‽೫ᕪ
ᢉٟᮬᆶ भۥщăựỢ

ᏪঊἫὝƆᾯᾮᾈὴ὾ἫὝ ṝṙṝṠăṛṙṣṜ

ᝎᭁἼƆፅ֢Ἴ ṝṙṞỖăṛṙṢṞ

ͤࠡἼƆࠡৌἼ ṜṙṤṞăṛṙṤṝ

ՠᆌἼーᓟՠᆌἼד ṜṙṝṡăṜṙṜṝ

༊ཷἼƆͤཷἼ ṝṙṜṛăṜṙṟṞ

БࠊἩἱƆᔭዊἩἱ ṜṙṡṞăṜṙṝṜ

ঋ἖Ɔঈ἖ ṛṙṝṣăṜṙṢṢ

አඈᆌἼƆໜඈᆌἼ ṜṙṝṟăṜṙṠṠ

ͤ৙ἼƆ৙ ṛṙṡṜăṜṙṛṜ

঩ἽዊἶƆ঩ἽዊἱἼ἖ ṛṙṤṝăṜṙṞṠ

ਖ਼᠑Ἵ༺ἳἱーਖ਼᠑Ἱ἟Ἴ἖ ṝṙṜṜăṜṙṛṝ

ἼƆऌᙑἼࡂྚ ṝṙṜṛăṜṙṜṜ

өἱ἖ƆౚἝ἖ ṛṙṣṠăṜṙṛṛ

ਖ਼ՠᆌἼƆਖ਼ՠἩἼ἖ ṛṙṢṛăṜṙṝṤ

ҧ࠮ἩἱƆᚌἩ἖ ṜṙṝṢăṜṙṝṟ

ఠὝ἖Ɔ౛἖ ṘṛṙṣṠăṜṙṜṢ

ᡥϐਖ਼἞ἔὝƆ࿭ᡥϐἼ ṝṙṠṣăṛṙṢṢ

ἼƆ፩ᭁἼࡔ͝ ṜṙṣṝăṜṙṟṢ

ᾜᾮイᾕὼー἞Ἴ἖Ɔᾜᾮイᾕὼー἞ἔὝ ṝṙṛṛăṜṙṛṛ

ᾋᾸᾢ἞ᥬ἖ƆᾋᾸᾢ἞᥽἖ ṝṙṝṠăṛṙṤṣ

ࠡҹἼƆ֬ᬔἼ ṛṙṢṢăṝṙṛṢ

֠ՆᆌƆ᭺֠Նᆌ ṜṙṝṣăṜṙṞṜ

ᅖ἖ƆᅖἡἼ἖ ṜṙṠṠăṜṙṜṜ

ͤࠡࠪἼƆࠡࠪἩἱ ṜṙṡṜăṜṙṜṤ

ྗἩ἖ƆኢὖἝ ṜṙṠṣăṜṙṜṞ

ᆌἼƆ͜ᕋᆌἼ᫇ࡣ ṝṙṛṞăṜṙṜṜ

۶ἽὁὐἵἱƆ೧ᤀἼ ṛṙṡṞăṜṙṢṞ

ሧἝἼƆͤሧἝἼ ṛṙṠṟăṜṙṣṣ

Ꮺ᥎ἩἱƆἼἦὖἝἼ ṝṙṛṢăṜṙṜṛ

ἽἠὖἝἼƆ᭸ἝἼ ṜṙṡṝăṜṙṝṛ

ጣႶᆌƆ᭺ጣႶᆌ ṝṙṟṝăṛṙṣṤ

ὭᾒᾰέーのἝἝὝƆὭᾒᾰέー἞ἝἝὛἼ἖ ṜṙṤṤăṜṙṛṠ
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39成人看護学実習前の「ICU 看護」に対する学生のイメージ

体侵襲に伴う急激な身体的変化や機能低下，多く
のライン類の挿入，ME機器の使用など，病態の
理解や管理は複雑であり，その回復過程は急速で
ある．心理面においても，生命の維持・回復を医
療者に頼らざるを得ない状況下で，患者は，不安
や緊張を抱え，情緒不安定なことが多い．これら
のイメージは，ICU の入室患者の特徴を捉えてお
り，授業の中で視聴した DV Dにおいて，視覚的
に捉えた患者のイメージであるといえる．また，
患者の心理面においては，講義の中で，ICU に入
室していた患者の手記の一部を学生とともに読み，
患者の身体的苦痛だけでなく心理的な苦痛につい
ても考える機会をもっている．演習では，術後の
看護技術を学習する際に，学生が点滴ラインやド
レーン，持続硬膜外チューブ，弾性ストッキング
等を装着し，患者役を行う．その際に，多くのラ
イン類により活動に制約が生じる体験をしている．
このことは，患者のイメージに影響しているとい
える．今後も，講義や演習の中で，シミュレー

ターや実際の医療機器等を活用して，術直後やク
リティカルな患者を再現し，演習を行ったり，学
生全員が患者役を経験するような演習の工夫が必
要である．また，一般病棟で療養している患者と
は異なり，多くの医療機器に囲まれた患者の環境
や家族の面会制限などから，非日常的な空間で療
養をしている患者をイメージしていることが考え
られる．
　また，ICU の『場の特徴』としては，「場の空
気感」，「ICU の特徴的な環境」をイメージしてい
た．学生は，ICU の構造については，講義の中で，
写真や DV D視聴で学んでいるため，その内容が
反映されていると考えられる．水島（1989）は，
イメージは言葉にも表現できないような心的内容
のニュアンスを生き生きと伝えてくれる10）と述
べている．ICU の場に流れる空気感については，
患者の状態から，身体的にも精神的にも複雑で，
予断を許さない緊迫した雰囲気を感じ取っている
と考える．

表�ɹ*$6のޢ؃・৔ʹؔ͢ΔΠϝーδのҼࢠ

5 
 

「ICU 看護師の姿」（Ș=0.807）と࿨ྡし

た。➨ 3 ᅉᏊはࠑ⥭ᙇするࠑࠒ不安なࠑࠒ」

㞧なࢿ࢚ࠑࠒルࢠーのかかるࠒの 4 項目でᵓ

成され、重⑕患者を看護する ICU に⁻う㞺

ᅖẼを表していると考え、「場の✵Ẽ感」（Ș

=0.819）と࿨ྡした。➨㸲ᅉᏊは⃰ࠑᐦなࠒ

のࠒ感ㅰに‶ちたࠑ 2 項目でᵓ成され、看

護師が୍人の患者をᢸᙜし、ᡭཌい看護が

行われていることを表していると考え、「高

ᐦ度な看護」（Ș=0.714）と࿨ྡした。➨ 5
ᅉᏊはࢩࣂ࢖ࣛࣉࠑーがないࠑࠒ安全なࠑࠒ༠

ຊ的ࠒの 3 項目でᵓ成され、࢜ーࣥࣉス࣌

ースでከくの医療ᚑ事者がケアを行う場を

表していると考え、「ICU の≉ᚩ的な⎔ቃ」

（Ș=0.530）と࿨ྡした。➨ 6 ᅉᏊはࠑに

のࠒ管理的ࠑࠒやかなࡂ 2 項目からᵓ成され、 

患者に⿦╔され、管理されたᶵ器㢮やそれ

らがⓎする㡢から患者の状ែを表している

と考え、「⥅⥆的なࣔࢢࣥࣜࢱࢽ」（Ș=0.561）
と࿨ྡした。➨ 7 ᅉᏊはࠑ受ື的なࠑࠒ౫存

したࠒの 2 項目からᵓ成され、ᖖに高度な

医療的ฎ⨨を受ける患者の状ែを表してい

ると考え、「医療౫存度の高さ」（Ș=0.642）
と࿨ྡした。➨ 8 ᅉᏊは࣏ࣥࢸࠑが㏿いࠒ

のࠒᆺにはまったࠑ 2 項目からᵓ成され、

看護師が行う確実でスࣆー࢕ࢹなケアを表

していると考え、「㎿㏿で的確な看護」（Ș

=0.426）と࿨ྡした。➨ 9 ᅉᏊはࠑ不ᛌなࠒ

のࠒ෭たいࠑ 2 項目からᵓ成され、人との

関わりのᕼⷧさやከくのᶵ器の౑用など㠀

᪥ᖖ的な場を表していると考え、「᪥ᖖから

の᩿⤯」（Ș=0.505）と࿨ྡした。 

 

表2　ICUの看護・場に関するイメージの因子

ዷṜࠄۃắ患者の᧹ᅎॅの᱕ἧỀĠṨṛṙṣṡổṔ Ṝ 2 3 ṟ 5 ṡ Ṣ ṣ Ṥ

ᆌἼー͜ᕋᆌἼ᫇ࡣ ṛṙṣṟṣ ṘṛṙṛṠṢ ṛṙṛṝṢ ṛṙṛṞṢ ṛṙṛṜṜ ṛṙṜṞṛ ṛṙṛṝṟ ṛṙṜṛṜ ṘṛṙṛṠṟ

Ꮺ᥎ἩἱーἼἦὖἝἼ ṛṙṢṠṛ ṛṙṛṠṞ ṛṙṝṣṡ ṛṙṛṤṠ ṘṛṙṛṜṜ ṛṙṜṣṤ Ṙṛṙṛṛṡ ṛṙṛṜṝ ṘṛṙṛṠṝ

ྗἩ἖ーኢὖἝ ṛṙṢṜṝ ṘṛṙṛṞṣ ṛṙṝṣṝ ṘṛṙṛṝṞ ṛṙṛṞṠ ṘṛṙṛṜṝ ṛṙṝṜṣ ṛṙṛṟṝ ṛṙṛṝṜ

ᅖ἖ーᅖἡἼ἖ ṛṙṡṤṞ ṘṛṙṜṜṡ ṛṙṝṡṜ ṛṙṜṟṝ ṘṛṙṛṠṞ ṘṛṙṜṜṝ ṘṛṙṛṟṜ ṛṙṛṤṟ ṛṙṝṡṠ

ͤࠡࠪἼーࠡࠪἩἱ ṛṙṠṢṢ ṛṙṝṤṡ ṛṙṝṟṤ ṛṙṛṟṠ ṛṙṛṞṛ ṘṛṙṜṠṞ ṛṙṜṠṜ ṘṛṙṜṞṣ ṛṙṜṠṣ

ዷṝࠄۃắICU看護師の߈ỀĠṨṛṙṣṛṢṔ

አඈᆌἼーໜඈᆌἼ ṛṙṛṠṡ ṛṙṢṟṝ ṘṛṙṛṟṠ ṛṙṝṜṞ ṘṛṙṛṠṡ ṘṛṙṜṜṟ ṛṙṝṛṠ ṛṙṝṣṢ ṛṙṜṝṢ

ঋ἖ーঈ἖ ṘṛṙṛṛṤ ṛṙṠṢṠ ṘṛṙṛṜṢ ṘṛṙṜṛṣ ṘṛṙṛṞṡ ṘṛṙṛṛṤ ṘṛṙṜṛṤ ṘṛṙṜṛṛ ṛṙṜṜṢ

Ἴー፩ᭁἼࡔ͝ ṘṛṙṛṜṝ ṛṙṠṢṜ ṛṙṛṠṜ ṛṙṛṜṞ ṛṙṜṠṛ ṛṙṛṠṛ ṛṙṛṟṟ ṛṙṛṞṠ ṘṛṙṛṞṛ

ሧἝἼーͤሧἝἼ ṘṛṙṛṟṞ ṛṙṠṝṡ ṘṛṙṛṢṠ ṘṛṙṛṤṝ ṛṙṛṝṜ ṛṙṜṢṣ ṘṛṙṜṡṝ ṛṙṞṛṟ ṛṙṛṝṣ

঩Ἵዊἶー঩ἽዊἱἼ἖ ṛṙṛṟṡ ṛṙṠṝṞ ṘṛṙṛṞṟ ṛṙṞṢṡ ṛṙṛṜṡ ṘṛṙṛṣṢ ṛṙṜṠṡ ṛṙṜṛṛ ṛṙṛṡṜ

ਖ਼ՠᆌἼǙਖ਼ՠἩἼ἖ ṛṙṛṢṜ ṛṙṠṞṟ ṛṙṛṝṡ ṛṙṜṝṡ ṛṙṝṛṡ ṛṙṛṜṟ ṛṙṝṤṣ ṘṛṙṜṟṠ ṘṛṙṜṣṢ

ҧ࠮ἩἱーᚌἩ἖ ṛṙṜṣṜ ṛṙṠṛṜ ṘṛṙṛṜṤ ṛṙṞṜṢ ṛṙṞṡṟ ṘṛṙṛṡṠ ṛṙṜṣṤ ṛṙṛṠṛ ṘṛṙṝṞṝ

ᡥϐਖ਼἞ἔὝー࿭ᡥϐἼ ṘṛṙṛṠṟ ṛṙṟṢṣ ṛṙṛṢṢ ṛṙṝṠṜ ṘṛṙṛṜṟ ṛṙṜṛṞ Ṙṛṙṛṛṝ ṛṙṜṠṝ ṘṛṙṝṠṤ

ఠὝ἖ー౛἖ ṘṛṙṜṤṜ ṛṙṟṠṛ ṘṛṙṜṠṟ ṘṛṙṛṛṜ ṛṙṞṡṝ ṛṙṛṜṠ ṛṙṜṠṤ ṛṙṜṛṤ ṘṛṙṝṣṢ

༊ཷἼーͤཷἼ ṘṛṙṛṣṠ ṛṙṟṜṤ ṛṙṜṡṟ ṛṙṜṟṞ ṛṙṜṢṣ ṘṛṙṛṣṠ ṘṛṙṜṝṠ ṛṙṜṟṞ ṛṙṝṢṛ

ዷṞࠄۃắ場のኮ๠ਖ਼ỀĠṨṛṙṣṜṤṔ

ᏪঊἫὝーᾯᾮᾈὴ὾ἫὝ ṛṙṝṜṝ Ṙṛṙṛṝṣ ṛṙṣṟṜ ṛṙṛṠṟ ṘṛṙṛṤṤ ṛṙṛṠṜ ṛṙṛṢṛ Ṙṛṙṛṡṝ ṛṙṛṢṞ

ͤࠡἼーࠡৌἼ ṛṙṝṢṞ ṘṛṙṛṠṜ ṛṙṢṡṡ ṛṙṛṝṤ ṛṙṛṞṣ ṛṙṜṛṟ ṛṙṜṟṞ ṘṛṙṛṜṟ Ṙṛṙṛṡṡ

ᝎᭁἼーፅ֢Ἴ ṛṙṞṝṡ ṛṙṜṡṝ ṛṙṡṟṞ ṛṙṛṡṜ ṛṙṛṢṠ Ṙṛṙṛṣṛ ṛṙṝṝṜ ṛṙṛṟṜ ṛṙṜṣṠ

ὭᾒᾰέーのἝἝὝーὭᾒᾰέー἞ἝἝὛἼ἖ ṛṙṝṡ ṘṛṙṛṣṤ ṛṙṟṜṢ ṛṙṝṠṝ Ṙṛṙṛṝṝ ṛṙṝṢṡ ṛṙṝṣṢ ṛṙṝṟṞ ṘṛṙṛṛṠ

ዷộࠄۃắ᱕ॅࡂἼ看護ỀĠṨṛṙṢṜṟṔ

ἼーऌᙑἼࡂྚ ṛṙṜṞṛ ṛṙṛṡṟ ṛṙṝṡṞ ṛṙṣṜṟ ṛṙṛṞṝ ṛṙṛṞṜ ṛṙṝṤṜ ṛṙṛṠṢ ṛṙṛṣṟ

ਖ਼᠑Ἵ༺ἳἱーਖ਼᠑Ἱ἟Ἴ἖ ṛṙṛṞṢ ṛṙṜṟṝ ṛṙṛṛṟ ṛṙṡṡṠ ṛṙṛṤṣ Ṙṛṙṛṡṡ Ṙṛṙṛṛṡ ṛṙṛṤṛ ṛṙṛṢṟ

ዷṠࠄۃắICUの特徴ᆌἼრܻỀĠṨṛṙṠṞṛṔ

ᾜᾮイᾕὼー἞Ἴ἖ーᾜᾮイᾕὼー἞ἔὝ ṛṙṛṣṛ ṛṙṛṟṡ Ṙṛṙṛṛṟ ṛṙṛṣṤ ṛṙṢṟṣ ṛṙṜṞṜ ṛṙṛṝṢ ṘṛṙṛṛṤ ṛṙṛṡṜ

ࠡҹἼー֬ᬔἼ ṘṛṙṞṢṛ ṛṙṛṜṠ ṛṙṛṠṝ ṘṛṙṝṛṜ ṛṙṠṣṟ ṘṛṙṜṛṟ ṛṙṛṞṝ ṛṙṜṜṠ ṛṙṜṣṝ

֠Նᆌー᭺֠Նᆌ ṛṙṜṡṤ ṛṙṞṛṝ ṘṛṙṛṣṞ ṛṙṝṛṠ ṛṙṟṣṡ ṛṙṛṜṡ ṘṛṙṜṞṛ ṘṛṙṛṞṞ ṛṙṛṟṣ

ዷṡࠄۃắᏐᏑᆌἼᾧᾐᾄᾯᾸήỀĠṨṛṙṠṡṜṔ

ἽἠὖἝἼー᭸ἝἼ ṛṙṜṞṢ ṘṛṙṛṜṜ ṛṙṛṞṤ ṘṛṙṜṠṠ ṛṙṛṛṝ ṛṙṤṝṣ ṛṙṛṞṣ ṘṛṙṛṢṡ ṛṙṛṣṣ

ጣႶᆌー᭺ጣႶᆌ ṘṛṙṛṞṝ ṛṙṜṟṣ ṛṙṝṜṞ ṛṙṜṟṢ ṛṙṞṝṠ ṛṙṟṟṜ ṛṙṛṛṛ ṛṙṜṞṝ ṛṙṜṟṠ
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ՠᆌἼーᓟՠᆌἼד ṛṙṛṡṡ ṘṛṙṛṟṢ ṛṙṞṡṢ ṛṙṛṣṤ ṛṙṛṟṜ ṛṙṜṡṞ ṛṙṠṣṤ ṛṙṝṛṡ ṛṙṛṢṝ

БࠊἩἱーᔭዊἩἱ ṛṙṜṢṢ ṛṙṜṣṤ ṛṙṝṞṢ ṛṙṜṤṟ ṘṛṙṛṠṛ ṘṛṙṛṡṤ ṛṙṠṢṝ ṘṛṙṛṢṠ ṛṙṛṤṢ

ዷṣࠄۃắ᥄ᥬἹᆌሧἼ看護ỀĠṨṛṙṟṝṡṔ

ᾋᾸᾢ἞ᥬ἖ーᾋᾸᾢ἞᥽἖ ṛṙṛṣṛ ṛṙṝṜṛ ṘṛṙṛṝṢ ṛṙṝṤṛ ṛṙṛṜṛ ṛṙṛṜṤ ṛṙṛṝṜ ṛṙṢṛṠ Ṙṛṙṛṛṡ

۶Ἵὁὐἵἱー೧ᤀἼ ṛṙṛṢṛ ṛṙṝṡṢ ṛṙṜṛṟ ṘṛṙṜṣṤ ṛṙṝṢṟ ṘṛṙṜṝṤ ṛṙṝṢṛ ṛṙṟṞṠ ṘṛṙṜṢṜ

ዷṤࠄۃắఎछἝὛの௸ᏊỀĠṨṛṙṠṛṠṔ

ͤ৙Ἴー৙ ṛṙṛṢṤ ṛṙṛṞṤ ṛṙṛṤṤ ṛṙṜṤṡ ṛṙṜṜṟ ṛṙṜṟṛ ṛṙṛṤṝ ṛṙṛṛṛ ṛṙṡṞṟ

өἱ἖ーౚἝ἖ ṛṙṟṜṣ ṘṛṙṛṠṤ ṘṛṙṛṞṠ Ṙṛṙṝṡṟ ṛṙṜṡṡ ṛṙṜṞṤ ṛṙṜṝṡ ṘṛṙṝṜṟ ṛṙṟṝṣ

ͥࡀࠄۃ Ṟṙṟṝṡ ṞṙṞṟṠ ṝṙṠṣṝ ṝṙṛṝṠ ṜṙṢṡṜ ṜṙṟṞṤ ṜṙṞṢṢ Ṝṙṝṛṣ ṜṙṝṛṜ

႗ͥࡀ ṜṛṙṢṛṡ ṜṛṙṟṠṝ ṣṙṛṡṣ ṡṙṞṝṣ ṠṙṠṛṝ ṟṙṟṤṡ ṟṙṞṛṟ ṞṙṢṢṡ ṞṙṢṠṟ

Ꭹአͥࡀ႗ ṜṛṙṢṛṡ ṝṜṙṜṠṣ ṝṤṙṝṝṡ 35.553 ṟṜṙṛṠṠ ṟṠṙṠṠṜ ṟṤṙṣṠṠ ṠṞṙṡṞṛ ṠṢṙṞṣṟ

ࠄۃ

ᤁۂຣɰᾕᾯᾣᾈὴ὾ࠄۃԅຣắ͹૿ࠄۃ

06-p35-41-itinomiya.indd   39 2017/07/24   17:31:37



40 一宮 絵美・福田 和美・坂田 扶実子

　『看護師やケアの特徴』としては，「ICU 看護師
の姿」，「高密度な看護」，「迅速で的確な看護」を
イメージしていた．このイメージは患者の状態と
関連しており，「高密度な看護」，「迅速で的確な
看護」には，スピーディに的確なケアを受ける医
療依存度の高い患者像が基盤となり，イメージ化
されていると考える．また，学生は ICU の場で
行われている看護のイメージのみならず，ICU 看
護師の看護への姿勢や仕事ぶりもイメージしてい
た．学生は看護師のイメージとして，責任感や重
要という職業としての社会的な価値や重要性に関
する肯定的なイメージが高い11）ことからも ICU
の看護師も同様のイメージを抱いていると考える．
成人看護援助論Ⅰの授業において，集中治療室の
看護の実際を DV Dで視聴し，その中で実際の患
者や家族にケアを行う看護師の印象も「ICU 看護
師の姿」としてイメージされているといえる．
　本調査の結果から，多くの学生は，ICU の特徴
を様々な視点でイメージしており，授業内容や事
前課題での学習が反映されていた．また，大きく
3つに分けたイメージ『患者の状態』，『看護師や
ケアの特徴』，『場の特徴』は相互に関連付けを行
いながらイメージを形成していると考えられた
（図1）．しかし，実習前は知識を基盤とした漠然
としたイメージでしかないため臨地実習において
は，イメージからリアリティへと変化を遂げるこ
とができるように，患者の状態や看護，場におけ
る現象の意味づけを行うことが求められる．加え
て，ICU での見学実習では，病棟実習との環境も
大きく異なり，学生の緊張感が高いことが予測で

きる．教員は，ICU の臨床実習指導者と連携し，
指導内容や指導方法について綿密な調整が必要と
なる．
　本研究は，1大学の1学年を対象に調査を行った
ため，学生の ICU へのイメージを一般化するこ
とには限界がある．また，今回は ICU 看護実習
前の学生のイメージを調査を行った．実習前のイ
メージとしては，授業や実習前の事前学習の内容
が反映されていることが考えられたが，今後は実
習前後のイメージの変化を把握し，ICU 看護実習
の指導内容の検討につなげることが課題である．

ᶝ.݁࿦
1．学生の ICU の場やそこで行われる看護に対す
るイメージは ICU 看護の特徴的な部分に関し
てはイメージ得点が高く，臨地実習での体験か
ら捉える項目に関してはイメージ得点が低かっ
た．

2．学生の ICU の場やそこで行われる看護に対す
るイメージ項目32項目を用いて因子分析を行っ
た結果，第１因子「患者の重症度の高さ」，第2
因子「ICU 看護師の姿」，第3因子「場の空気感」，
第4因子「高密度な看護」，第5因子「ICU の特
徴的な環境」，第6因子「継続的なモニタリング」，
第7因子「医療依存度の高さ」，第8因子「迅速
で的確な看護」，第9因子「日常からの断絶」の
9因子が抽出され，学生の ICU のイメージは授
業内容や実習前の事前課題が反映されていると
考えられた．

3．講義・演習においては，映像などの視覚的な
教材に加え，学生が患者役割を行うことや実際
の現場で使用されている医療機器等を使用し，
リアルな演習場面を設定する．実習においては，
臨地の実習指導者と連携し，学生の体験の意味
づけが必要である．

ँࣙ
　本研究に協力いただいた学生の皆様に心より感
謝申し上げます．
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